
経
済
界
な
ど
の
ト
ッ
プ
が
ア
ド
バ
イ
ス

│
大
村
市
顧
問
会
議
│

11/12　
第
10
回
大
村
市
顧
問
会
議
が
東
京
都
内
で
開
か
れ
ま
し

た
。
市
側
か
ら
市
長
は
じ
め
６
人
が
出
席
し
、
大
村
市
に
ゆ

か
り
が
あ
り
大
企
業
な
ど
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
本
市
顧
問
の
皆

さ
ん
に
、
市
長
か
ら
市
の
現
状
や
展
望
な
ど
を
説
明
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
顧
問
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
大
村
の
飛
躍
、
発
展

を
期
待
す
る
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
席
い
た
だ
い
た
顧
問
の
皆
さ
ん
は
、
紀
内
隆
宏
氏
（
全

国
市
町
村
振
興
協
会
顧
問
）、
古
森
重
隆
氏
（
富
士
フ
イ
ル

ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
杉

田
亮
毅
氏
（
日
本
経
済
新
聞
社
代
表
取
締
役
会
長
）、
中
西

英
介
氏
（
旧
コ
マ
ツ
電
子
金
属
代
表
取
締
役
社
長
）
の
４
人

で
す
。（
五
十
音
順
）

　

国
道
34
号
大
村
拡
幅
等
の
事
業
促
進
を
国
土

交
通
大
臣
等
へ
要
望

11/13

長
崎
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
改
装
オ
ー
プ
ン

12/1
「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
天
文
館
﹈
オ
ー
プ
ン

12/3

　
官
民
で
組
織
す
る
「
国
道
34
号
等
大
村
市
内
幹
線
道
路

整
備
促
進
期
成
会
（
会
長
　

松
本
市
長
）」
は
、
地
元
選
出

国
会
議
員
、
国
土
交
通
省
な

ど
へ
、
国
道
34
号
大
村
拡
幅
、

都
市
計
画
道
路
の
早
期
完
成

な
ど
の
事
業
促
進
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
期
成
会
で
は
、
引
続
き
各

方
面
と
の
協
力
体
制
を
強
化

し
、
全
区
間
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
鉄
道
・
運
輸
機
構
九
州
新
幹
線
建
設
局
の
大
村
鉄
道
建
設

所
の
開
所
式
が
、
県
内
関
係
自
治
体
、Ｊ
Ｒ
九
州
関
係
者
な
ど

が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
村
鉄
道
建
設
所
は
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
の
ビ
ル
内
に

開
所
し
、
今
後
武
雄
温
泉
〜
諫
早
間
の
う
ち
俵
坂
ト
ン
ネ
ル

工
区
境
か
ら
諫
早
駅
ま
で
の
約
30
㎞
の
土
木
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
松
本
市
長
は
市
の
工
事

区
間
の
建
設
発
注
な
ど
に

地
元
企
業
の
活
用
を
は
か

る
な
ど
の
要
望
書
を
12
月

１
日
、
九
州
新
幹
線
建
設

局
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

九
州
新
幹
線
西
九
州
（
長
崎
）
ル
ー
ト

│
大
村
鉄
道
建
設
所
開
所
式
│

11/17

ロ
ボ
ッ
ト
製
造
企
業

オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
に
立
地
表
明

11/28　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
・
計
測
機
の
開
発
製
造

を
行
う
「
ユ
ニ
ク
ラ
フ
ト
ナ
グ
ラ
」
が
市
内
雄
ケ
原
町

の
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
に
立
地
表
明
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
静
岡
県
湖
西
市
に
本

社
を
置
き
、
同
県
内
に
10
か
所
、

愛
知
県
に
1
か
所
の
工
場
を
操

業
中
で
、
東
海
地
区
以
外
へ
の

進
出
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
新
工
場
は
平
成
23
年
10
月
ま

で
の
操
業
開
始
を
目
指
し
、
18

人
の
地
元
雇
用
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
大
村
競
艇
の
場
外
発
売
場
と
し
て
は
６
か
所
目
と
な
る
小

規
模
場
外
発
売
場
「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
天
文
館
」
が
、
鹿

児
島
県
鹿
児
島
市
の
天
文
館
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
天
文
館
」
で

は
、
年
間
10.

５
億
円
の
売
上
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
12
月
2
日
に
は
、
鹿
児
島

県
志
布
志
市
と
小
規
模
場
外
発
売

場
「
オ
ラ
レ
志
布
志
」
の
開
設
に

関
す
る
行
政
協
定
調
印
式
を
行
い
、

来
年
４
月
の
開
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
長
崎
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
の
増
改
築
工
事
が
完
成
し
、
全

面
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
改
装
は
、
床
面
積
の
増
築
、
ビ

ル
正
面
の
ガ
ラ
ス
張
り
、
ロ
ビ
ー
の

拡
張
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
ト
イ
レ

の
増
設
、
有
料
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ウ
ン
ジ

の
新
設
な
ど
で
、
工
事
は
２
年
間
に

わ
た
り
ま
し
た
。

　
完
成
式
に
は
、
松
本
市
長
を
は
じ

め
県
や
航
空
会
社
関
係
者
約
１
５
０

人
が
参
加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
緑
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
堀
之
内
四
郎
さ
ん

（
玖
島
２
丁
目
）
は
、
平
成
元
年
４
月
か
ら
毎
日
、

自
宅
か
ら
大
村
公
園
、
円
融
寺
を
通
る
朝
の
散
歩

に
あ
わ
せ
て
、
道
路
に
散
乱
し
て
い
る
空
き
缶
や

ご
み
な
ど
の
回
収
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
始
め
た
頃
は
ま
だ
町
内
に
空
き
地
が
多
く
て
、

ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
円
融
寺
周
辺
は
観
光
で
来
ら
れ
る
人
も
多
い

の
で
気
持
ち
よ
く
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
い
と
き
に
は
２
時
間
く
ら
い
か
か
る
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、「
最
近
は
皆
さ
ん
の
環
境

長
年
に
わ
た
り
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
尽
力

意
識
が
高
く
な
っ
た
の
か
ご
み
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
」
と
の
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
の
環
境
美
化
や
町
内
で
の
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
今
回

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　「
身
に
余
る
章
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。

今
後
も
力
の
続
く
限
り
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と

喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
褒
状
（
緑
状
）
を
受
章
さ
れ
た
富
の
原
１
丁
目

老
人
会
は
、
町
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
人
で
構
成

さ
れ
、
現
在
会
員
が
78
人
。
昭
和
42
年
の
老
人
会

設
立
当
初
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、
町
内
の
公
園
の
清
掃
、

側
道
の
花
だ
ん
の
手
入
れ
な
ど
を
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　「
当
時
、
富
の
原
地
区
は
新
し
く
で
き
た
ま
ち

で
し
た
。
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
環
境
を
良
く

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
清
掃
を
始
め
ま
し
た
。
長

く
続
け
ら
れ
て
い
る
の
も
同
じ
思
い
か
ら
で
す
」

と
赤
木
信
雄
会
長
は
話
し
ま
す
。

　
清
掃
を
行
っ
て
い
る
富
の
原
１
丁
目
公
園
の
一

緑綬褒章を受章した
堀之内四郎さん

まちの話題

　
平
成
20
年
秋
の
褒
章
に
お
い
て
、
市
内
で
長
年
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る

１
個
人
と
１
団
体
に
対
し
、社
会
奉
仕
活
動
で
功
績
が
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
緑
綬
褒
章
・

褒
状
（
緑
状
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
活
動
の
よ
う
す
な
ど
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

角
に
は
、
平
成
16
年
に
受
賞
し
た
環
境
大
臣
表
彰

の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
12
月
中
に
は

今
回
の
受
章
の
記
念
碑
を
新
た
に
建
て
る
そ
う
で

す
。

　
赤
木
会
長
は
今
回
の
受
章
に
つ
い
て
、「
会
員

一
同
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
ま
ち
を

き
れ
い
に
と
い
う
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

褒状（緑状）を受章した　　
富の原１丁目老人会の皆さん（前列右から 2人目 赤木会長）

社会奉仕活動で褒章受賞

り
ょ
く
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

ほ
う
じ
ょ
う
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。
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